
⑪授業改善推進プラン

小１５　町田市立つくし野小学校

本
校
の
授
業
改
善
に
向
け
て

特別の教科 道徳の
指導の重点

総合的な学習の
時間の指導の重点

外国語活動（３・４
年）の指導の重点

・学校や地域の自然との関わり、様々な人との関わりを
通して体験を積みながら、感性を豊かにさせていく。(１
年生へ２年生から手紙を各活動、１年 公園にて校外学
習、２年 地域巡り（可能であれば））
・１年はあさがお、２年は好きな野菜を育てる活動を通
し、植物がある生活の良さを実感させる。

外国語科（５・６年生）

・デジタル教材を活用して話す聞くスキルを高めつつ、書く
活動を継続して行う。
・自分の身近なことについて内容を整理して簡単な表現で
伝えられるように、ICT等を活用し、友達と伝え合う活動を
授業で多く取り入れる（２学期以降）。

算数科 家庭科

・新聞の記事や資料を積極的に活用することで、
日常の社会事象に着目する機会を増やし、学習の
理解につなげる。
・授業での話し合い活動を増やすことで、様々な
現代の社会問題や歴史的事項について自分の考え
をもち、友達と話し合うことで、自分の考えをさ
らに深められるようにする。

・作品の制作途中や完成後に毎回鑑賞活動を取り入れ
ることで、児童の表現力や思考力の向上を図る。
・作品を作る楽しさを味わわせるために、導入時に資
料の提示の仕方や、声掛けの工夫をする。

・高学年はプレゼン
発表にクロムブックを
活用し、中学年はマ
ウスやキーボード入
力などの基本的な練
習をすることで、スキ
ルを向上させる。

・教育目標にある「よ
く考える子」を指導の
柱とし、特に「思いや
り」「認め合い」の価
値項目の授業を工
夫する。
・校内全体で道徳的
価値ついて共通理
解し、児童が発達段
階に応じて自己の生
活をふりかえるような
授業を実践り、道徳
的な判断力、心情、
実践意欲と態度を育
てる。

・本校の特色であ
る「たてわり班活
動」を様々な場面
で取り入れ、異学
年交流を活発に行
えるようにする。
・異学年、学級集
団活動を通して、
ルールを守り、助
け合う姿勢を育て
たい。

・ALTを活用した授
業により、児童の
外国語活動への意
欲を高める。
・中学年ではチャ
ンツやデジタル教
材を用いた活動を
中心に指導する。

・全学年による習熟度コース別の授業を行
い、基礎的な問題、発展的な問題など実態に
応じた授業展開を行う。
・プリント教材やオンライン教材などを日常
的に活用し、既習事項の定着を図る。
・全国学力テストや東京ベーシックドリルの
結果をもとに、各学年の実態に合った指導形
態を工夫する。

・毎日の生活を見直す指導場面を設定し、衣・食・住
に分けて家庭生活の仕事の理解につなげる。
・衣食住の家庭生活のあり方を通して、家族の一員と
してよりよい生活を目指して工夫する意欲をもたせ
る。
・家庭生活に関わる活動を通して、実践できる力を育
てる。

理科 体育科

振り返りの設定

・授業の終末に「振り返り」の時間を設
けることにより、児童がその時間を振り
返り、学習内容を定着させる。
・単元のゴールを設定することで、児童
がその時間にやるべきことを明確にし
て授業に取り組めるようにする。

ICT機器の活用 見通しをもたせる導入

・映像、画像などの視覚教材で手順や
見本を示し、より多くの児童が意欲的に
授業に参加できるようにする。
・発達段階に応じたChromebookの活用
を行い、児童の学習に生かす。
・本時のねらいを達成するための有効
な手段の一つとして、ICT機器の活用
の仕方を探り、授業実践を行う。

・毎時間、「めあて」を提示することで、
児童がめあてをもって学習に取り組む
姿勢を習慣化させる。また、何を学ぶ
か、どのように学ぶかなど、見通しをも
たせる。
・授業の導入部分にICT機器を活用す
るなどして、課題の提示を工夫すること
で、児童の学習への興味、関心を高め
る。

２０２４年度　授業改善推進プラン（全体計画）

授業改善の重点

学校経営方針（学力向上に関わる要点）

・意欲的に観察、実験ができるように、体験的な
活動を工夫して設定する。
・問題解決の学習を各学年が進められるようにす
るために、各学年で教材研究を行う。
・児童一人ひとりが十分に実験、観察に取り組め
るようにするために、理科室、学校周りの教材整
備も進める。

・その時間に身に付けさせたい技能に繋がる動きを準
備運動に取り入れる。
・運動の楽しさを味わわせるために、運動量の確保を
するとともに、学習カードを作成し、グループで学習
する場面を設け、話し合い活動（２学期以降）を行う
ことで、考えを交流する。

・学びの基本を「学ぶ意欲」と捉え、「できた」「わかった」という学ぶ喜びを感じる指導を継続する。
・授業をデザインする力を高める。（導入、振り返り、板書など）
・「はい」「めあてと振り返り」「根拠をもつ」など授業での学習習慣を育成する。
・体験活動や協同的活動の中に言語活動を組み込み、思考・判断・表現力を高める。
・教員による授業公開と相互評価を行い、授業を振り返り、改善する力を高める。

・学習意欲の向上（学ぶ喜びを感じる指導の継続、地域との交流学習）
・「つくし野スタンダード」で学習規律の周知徹底
・学習習慣の育成（「はい」「めあてと振り返り」「根拠をもつ」）
・学び方の習得（課題設定、探究活動、表現　等）
・年間指導計画に基づいた授業の実践

各
教
科
の
指
導
の
重
点

特別活動の
指導の重点

生活科

音楽科国語科

・学ぶ楽しさ、表現する楽しさが得られるよう、指導ポイント
を明確にし、個々を認めることができるよう授業を工夫する
・互いに聴き合い、認め合い、アドバイスできるような雰囲
気作りと言語活動の充実をする。
・音楽発表に向けて、自信のもてる演奏ができるよう、意欲
をもたせ、技能と表現力を身につけさせる。

・単元毎に学習の流れを明確に提示し、見通しをもた
せることで主体的に学習に臨む。
・段落相互の関係や言葉のつながりを丁寧に読み取る
ことで文全体の要旨（内容）をとらえられるようにする。
・読み聞かせや朝読書、図書の学習を通して読書への
関心を高める。

社会科 図画工作科


